



澤 井 充 生
1は じめに一 問題の所在
中華人民共和 国(以 下 「現代 中国」)における 「結社の自由」の碍題は1949
年の建国以来、ジャーナリズムやアカデ ミズムの世界でずっと議論されてきた。
2008年の 「チベット騒乱」や 「08憲章」、2009年の 「ウルムチ騒乱」などに関
する一連のメディア報道をみると、「結社の自由」の問題が 「少数民族」、「宗教







に焦点をあわせ、「党国家」 と 「社会」 との動態的な力関係が調査 ・研究されて
きた。本稿における 「党国家」 とは 「中国共産党が主導する国家体制」を、「社





活動家など)と いった二項対立の図式が現在でも根強いが、「党国家」 と 「社会」
のあいだには相互交渉の余地があるという見解が 「国家 ・社会関係」論では提示
されている。個別事例の詳細かつ実証的な調査 ・研究にもとつ く 「国家 ・社会関




















をとりまく歴史的 ・政治的環境の特徴 を把握する。そして、調査地で収集 した文
献資料やイスラーム教協会関係者に対するインタビュー調査でえられた一次資料







単に整理 してお きたい。近年、現代中国における 「国家 ・社会関係」を積極的に
とりあげる代表的な研究者に政治学者の菱田雅晴がいる。菱田はおもに欧米の中
国研究の成果をふまえて 「国家 ・社会関係」に関する論集をかつて企画 ・出版 し





「中央」対 「地方」、「公」対 「私」、「官」対 「民」あるいは 「政治」対 「経済」、「都
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市 」対 「農村 」等の二項対 立(dichotomy)に分解す るこ ととし、然 るのちに、
「国家」 とは直裁 的には中央政府 に代 表 され る各二項 対立 の第一項 を意味す る
ものの、それのみに とどまらず、公的権威世界か ら発せ され るすべ ての もの を
「国家 」 と規 定す る。他 方、「社 会」 とは、組織 的(organizational)/未組織
的(unorganizationaDない し制度的(institutiona1)/「非 制度的(uninstitutiona1)
とを問わず、あ らゆる社 会関係、利害構 造のスペ ク トルの総和 と簡単 に押 さえ
てお こう[菱 田2000:5-6]。
「国家」 とは、中国共産党が主導権を掌握する中央政府を基本的には指すが、「公」





菱田は 「国家 ・社会関係」に対する研究視座 を、① レーニン主義アプローチ、
②儒教伝統アプローチ、③改革アプローチ、④市民社会(論)に 分類 して簡単に







における 「市民社会」の 自律性の強弱から党=国 家体制の変質(統 制機能の低
下)を 読みとろうとする立場であ り、アメリカの中国研究にもっとも特徴的なア
プローチである。
ここで補足 しておくと、菱田は 「国家」と 「社会」の関係をたんなる対立関係
として設定 しているわけではな く、むしろ二項対立の図式による一面的な理解に
対 して警鐘を鳴らしてお り、「国家 ・社会関係」を 「共棲 ・両棲関係」として捉
えなお している。菱田の理解では、「改革 ・開放プログラムによって、現代申国
には 「国家 と社会 との共棲関係(symbiosis)」、あるいはより素直には 「怪 しげな、
胡散臭い両棲関係」がもたらされている」[菱田2000:12]。ここでいう 「怪 し







でもなお党=国 家体制の権力メカニズムが厳然 と存在 しているのも依然としてた
しかな事実である[菱 田2000:12-15]。このような 「国家」 と 「社会」の間に
み られる両義的な関係性を菱田は多角的に検討する必要があると論 じている。
筆者は、菱田の整理 したい くつ ものアプローチはそれぞれが排他的な関係にあ
るわけではなく、個別事例におうじて研究者が取捨選択するものであると考えて
いる。また、菱田の立場に共感 してお り、現代中国の 「国家 ・社会関係」を検討
するにあたっては、「党国家」と「社会」とが特定の場面において展開するポリティ








復興について報告 した論文のなかで 「国家 ・社会関係」に関する従来の分析枠組
みを簡単に整理 している。足羽は、従来の分析枠組みが支配者(党 国家)と 被支





イ市でフィール ドワークを実施 したデイヴィッド・L・ワンクは、共産党 ・宗教
事務局 ・仏教協会 ・仏教寺院が くりひろげるポリティクスを具体的かつ緻密に分
析 してお り、そのなかでワンクの言葉を借用すれば、「群衆団体6)」、すなわち 「社










































1966年に 「文化大革命」がはじまると、少数民族 をとりま く状況が一層悪化
した。この時期、少数民族のエリー ト層だけでな く、一般民衆 も政治運動 に積
極的に動員されたからである。例えば、清真寺や聖者廟の大部分が破壊9)され、
























宗教活動を管理するようになった。また、文革前には廃止 された 「寧夏回族 自治
区伊斯蘭教協会」(寧夏イスラーム教協会12))も活動を再開 した。また、1991年
ごろから宗教政策に関する通知 ・規定 ・条例 ・意見などが共産党や国務院(日 本
















後、中国各地で 「宗教復興」が開花し、1989年の 「天安門事件」まで継続 した。
1990年代にはいると、それまでの一部の加熱 しす ぎた 「宗教復興」が党員の信
仰問題 という事態 をまね き、共産党によって問題視されるようになった。結果、
中央 ・地方をとわず、宗教政策の法制化が加速されたわけである。




的に施行されてお り、そこで中心的な役割 を担っているのが、中央 ・地方のイス
ラーム教協会である。それでは、イスラーム教協会とはどのような 「宗教団体」
なのだろうか。本節では、イスラーム教協会の総本山ともいうべ き「中国イスラー
ム教協会」の事例を紹介 し、その設立趣意 ・活動内容 ・人事異動などを具体的に
把握 してみたい。以下、中国イスラーム教協会の発行する機関誌 『中国穆斯林』










3団 結各族穆斯林 ・愛国愛教,捕 炉社会主文;
4捕 炉"一 ・↑・中心 ・丙企基本点"的 基本路銭 ・推劫穆斯林枳扱投入改革升放,
笈展経済 ・力建没有中国特色的社会主文服劣;
5加 強民族団皓 ・教派団結 ・推折国家和社会穂定 ・促送祖国銃一大並;





















イスラーム教協会の規約から活動内容にかかわる箇所 を抜粋 し、簡単に翻訳 して
みたい。
1在 究法 ・法律 ・法規和政策規定的萢囹内升展伊斯当教劣活劫;
2挙 力伊斯当教育,培 界伊斯当教教取人オ;

















スラーム教協会 として各地のイスラーム教協会や清真寺 に対 して指導的な立場に
あることもわかる。
ここで、2000年1月27日か ら30日まで開催 された 「第7回 全国代表会議」
における活動報告を参照 し、活動内容 をもう少 し具体的に把握 してみよう。「第
7回全国代表会議」では過去6年 間の業務内容が総括された。以下、中国イスラー






















ム教協会の最高機関ば 「全国代表会議」である。この会議は4年 に1度 開催され、






























阿吉亜克巴爾 辮(新 彊)、馬人斌(上 海)、蓋世明(河 南)、
阿伊明*(在京単位)、馬良験(陳 西)、謝生林(寧 夏)、
買買提 ・奏来*(新彊)、馬雲福(北 京?※ 名簿に氏名な し)、
夏木西丁*(在京単位)












遼寧省(7名)、 上海(6名)、 江蘇省(6名)、 漸江省(4名)、




出典:『 中 国穆 斯 林 』(1994年第2期)か ら抜 粋 した デ ー タ を整 理 した 。
注 記:氏 名(代 表 を務 め る地 域)
氏 名*:ウ イ グ ル 族 、 氏 名**:サ ラー ル族 、 氏 名***:カザ フ族 、


















































2指 尋帯助清真寺摘好民主管理 ・送行正常的宗教活劫;培洲 ・考核 ・管理阿飼 ・
提高他伯的素順 ・
3推 炉伊斯並教界人士和穆斯林的合法叔益 ・反映他伯的意児和要求 ・向政
府提出枳扱有益的建以 ・
4牧 集 ・整理伊斯賛教史料 ・升展有尖宗教経典和宗教学木的研究 ・









している。 ところで、1995年8月21日の 「第5回 代表会議」では寧夏イスラー
ム教協会の会長(謝 生林)が 過去5年 来の活動内容 を次のように報告 している。
以下、ポイントを列挙 し、同協会の活動内容 を具体的に把握しておこう。
1杁 真学Σ1・宣侍貫初党和政府的宗教信仰自由政策































それでは、ひ きつづ き、寧夏 イス ラーム教 協会の紅織構成 を以下 の表2で 確認
したい。表2の デー タは1995年 「第51}il代表会議」 で選 出 され たL要 メンバ ー
の一覧表 であるが、寧 夏 イスラーム教協 会の 関係 者の 話に よる と、2000年の 調
査 時点 で もほぼ同 じメ ンバーで ある。お よそ1995年か ら2000年にか けて会長
(1名)、副会長(12名)、秘・il.1:長(1名)、副秘脅長(2名)、 常務委員会(46名)、
委員 会(175名)と い う内訳 になっていた,、中国 イスラー ム教協 会に代 表 として
参加 した寧 夏の代表 は1993年の時点で22名(こ の うち 女性2名)、2000年の時
点24名(こ の うち 女性3名)で ある。 寧 夏の代 表の多 くが寧 夏 イスラーム教 協
会の メ ンバーであ るが、寧 夏のほか の市や 県の イス ラーム教協会の メンバー もふ
くまれ る。
寧夏 イスラーム教 協会の メ ンバ ーは、 中国 イスラーム教 協会 とおな じく、基本
的には全員が回族であ る。寧 夏liil族1'1治区内は5つ の地域 に分類 され、それぞれ
の地域 か らメンバーが選出 されてい るが、寧 夏中南 部の ようにムス リムが集住す
る地域 の定員数が多め に設定 されてい る,、寧夏 イスラーム教 協会の メンバーの多
くは、清真寺の宗教指導者や管理責任者 である。この よ うな地 元出身の宗教エ リー
ト屑の動 員は中国 イス ラーム教協会の場合 とまった く同 じものである。
ところで、寧 夏 イスラーム教協会の秘il}:長・副秘pii:長もほかの役職 とお な じく
50 中華人民共和国の 「宗教団体」に関する一考察























委員(175名) ① 自治区直轄機 関(22名)、
②銀川地区(23名)(銀川市三区(10名)、賀蘭県(7名)、永寧県(6
名))、






出典:2000年10月 か ら2001年3月 ま で の フ ィ ー ル ドワ ー ク で え られ た 一 次 資 料 。
注 記:(1)「 教 派 」 を示 す 略 号:
Q(カ デ イーム派)、Kh(フ フ イー ヤ派)、J(ジャ フリーヤ 派)、Y(イ フ ワー ン派)




























当時の寧夏省南部か ら寧夏府城(現 在の銀川市城区にほぼ相当する)へ伝播 し、


















VI清 真寺の行事に招待 された 「よそ者」
1A清 真寺の宗教指導者の就任式典




























の宗教指導者(数 名)が 新 しく着任 した宗教指導者に祝辞をのべた。
会場にいた参加者(お もに清真寺の宗教指導者、寄宿学生、一般信徒)の 反
























した光景 をみると、少なくともA寺 の関係者は党 ・行政の宗教政策を 「積極的」
に支持 しているようにみえる。
しかし、その一方、A寺 の関係者をふ くむ聴衆は党・行政関係者を 「熱烈歓迎」
しているようにはみえなかった。そのことは党 ・行政関係者およびイスラーム教
協会の会長が演説 をおこなっている最中の聴衆の態度にはっきりとあらわれてい
た。会場 となった 「礼拝殿」(礼拝をおこなう建物)は 清真寺のなかでも静粛に
すべ き場所であるが、そこでのお喋 り、居眠 り、途中退出といった行動は、ムス
リムの人々が 自発的に企画 ・実行する清真寺の行事(例 えば、断食明けの祭 り、




















W考 察 一 党 ・行政 ・宗教団体の 「共棲関係」





1党 ・行政の 「指導」と宗教団体の 「協力」





中央 ・地方のイスラーム教協会の会議に党 ・行政の関係者(例 えば共産党の統一
戦線工作部、国家宗教事務局)が ほぼ毎回のように出席 し、党 ・行政の宗教政策
の方針を会議出席者(お もに清真寺の宗教指導者や管理責任者)に 通達すること
は、党・行政・「宗教団体」の連携関係が意識されていることを如実に示 している。




(呉国才)は 演説のなかで、中央 ・地方の党 ・行政の政策方針 をふまえたうえで、
寧夏イスラーム教協会に対するい くつかの要望(宗 教信仰自由政策の貫徹、宗教
活動の法制度化、「愛国主義」や社会主義の宣伝、イスラーム教協会 自身による






































中国のイスラーム教協会は、実際の活動をみるか ぎり、党 ・行政 とは切 って
も切 り離せない関係 にあるといえる。イスラーム教協会の秘書長 ・副秘書長(共
産党員)は 党 ・行政 と協会 をむすびつける役割を担っている。当然のことなが
ら党 ・行政の政策方針や法規定などに関する事務連絡は秘書長 ・副秘書長が担
当する。中国のイスラーム教協会は1950年代の設立当初から共産党員をメンバー










あるいは宗教事務局が 「適正な人材」 とみなした者をメンバーに 「任命」してい
ると調査地で聞いたことがある。調査地の清真寺関係者の話によれば、イスラー
ム教協会の人事異動は党 ・行政 との 「関係」(guanxi)、すなわちコネクションに
よるらしい。'
このような組織の性格をふまえると、イスラーム教協会の 「社会団体」として
の自律性 をあらためて検討する必要性が出てくる。中国の 「社会団体」 も西洋社
会における 「結社」とおなじように 「メンバーが 自発的に組織する側面」をおも
な特徴 としているが、イスラーム教協会の場合、ムスリムの人たち(と くに党 ・





「介入」できる 「宗教団体」の場合、「結社」に本来的に備わるべ き 「自発性」や
「自律性」が保障されるとはかぎらない18)。中国のイスラーム教協会は、国家 と
個人とをむすびつける独立的 ・自律的な 「結社」というよりもむしろ、個々人を
国家権力の支配領域に積極的に誘導する 「官製結社」あるいは 「準行政組織」 と
して理解するのが実状にあっている。




の 「宗教団体」が具体的に調査 ・研究されてこなかったことをふまえ、中央 ・地
方のイスラーム教協会の概況報告および事例分析に重点をおいた。ただし、中国




もうひとつの課題 としては、本稿の分析枠組みに援用 した 「国家 ・社会関係」









i)現在、中国 にはイス ラーム を信仰 する とされる10の少数 民族(い わ ゆる 「ムス リム少数民族 」)が
正 式 な 「民族」(minzu)として認 定 され ている。内訳 は、テユル ク諸語を母語 とする ウイグル族 、
カザ フ族、 クルグズ族、 ウズベ ク族 、タタール族、サ ラール族、ペ ルシア語系の言葉 を母 語 とす る
タジク族 、モ ンゴル語系の言葉 を母語 とす る東郷族 、保安族、漢語を母語 とする回族 とな ってい る。「民
族」 の戸籍 に もとつ く人口統 計に よれば、ムス リム少数民族の総人 口は約2,000万人。ただ し、 この
統計 は 「民族 」の戸籍 に よるため、「イスラームを放棄 した無神論者」がふ くまれてお り、また、「イ
スラームに改宗 した非ムス リム少数民族 」が除外 されてい る。つ ま り、現 時点で は、 中国に くらす
ムス リムの総 人口を正確 には把握 するこ とはで きない。
中国イスラームの宗派 はスンナ派でハ ナ フィー法学派に分類 されるが、カデ ィーム派、スー フィー
教 団(フフィーヤ派 、ジャフリーヤ派、カーディ リーヤ派、クブラヴィーヤ派)、イスラーム改 革諸派(イ
フワーン派、サラフ ィーヤ派)な どのい くつ もの 「教 派」(iiaoPai)とよばれ る分派が確 認されてい
る。それぞれの 「教派」のあ いだには教義 の解釈 や儀礼 の作 法に相 違点がみ られ、地域 や状 況によっ
ては通婚 を忌避す る事例 もある。
2)本稿 におけ る 「宗教 団体」 とい う用語 は、中国の 「社 会団体登記 管理条例 」(1998年10月25日公
布 ・施行)に よって規定 された 「社会 団体」(中国公民 が 自発的に組織 し、会員の共 同の願望 を実現
するため に、その規約 に したがって活動 を展 開する非営利の社会組織)とほぼおな じ意味で使用す る。
2008年の時点で中国国内 にはお よそ220,000もの 「社 会団体」が登録 されている。なお、「社会 団体
登記管理条例」や 「社会 団体」に関す る最新 の情 報に関 しては 「国家民 間組織管理局」が運営す るホー
ムペ ージ、「中国社 会組織 」(http://www.chinanpo.gov.cn/web/index.do)に詳 しい(2011年2月9
日閲覧)。この 「国家民 間組織 管理局」 とは国務院(日 本 の 「内閣」に相 当する)の 民政部 に設置 さ
れた組織 である。
3)中国の行 政区分 は、ご く簡単に整理する と、上位 レベ ルか ら 「省級」(省、直轄市、 自治区)・「地級 」
(地区、地級 市、 自治州、盟)・「県級」(県、県級市 、旗、 自治県 、自治旗 など)・「郷級 」(郷、鎮 、
街 道)に 分類 できる。都 市部 には 「市 」・「区」・「街道」 が、農村部 には 「郷 」・「鎮」が設置 されて
いる。寧夏 は行 政区分 上、(1)銀川市 、(2)石階 山市(平 羅県、陶楽県、恵農県)、(3)銀南地区(呉
忠市 、青銅 峡市 、霊武市、同心県、塩池県、 中衛県 、中寧 県)、(4)固原地 区(固 原県、海原県、西
吉県 、隆徳県、浬源県、彰陽県)に 分類 され る。1990年代半 ばの時点で寧夏の総人 口は約543万人、
そのうち回族 の人口が約182万人(寧 夏総人口の約34%)で ある。回族の人 口が多 い地域 は、浬源
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県(全 県の約96%)、海原県(全 県 の約69%)、同心県(全 県 の約78%)、霊武市(全 市の約46%)、
固原県(全 県の約41%)で 、寧夏 の中南部 に回族が集中 している(統 計資料の数値は概算)。
4)2005年の統計 資料 に よれば;寧 夏 回族 自治 区全 体 には清真 寺が お よそ3,500箇所あ り、清真寺 に
勤 務す る5,328人の宗教指導者 が、8,000人の寄 宿学生が確 認 されてい る[中 国伊斯蘭教協 会(編)
2bos:384]。調査地 の銀川市 には清真 寺が155箇所 、 ゴンベイ(お もにスー フィー教 団の聖者廟)
が1箇 所あった。その内訳 を確認す ると、城 区に3箇 所、新城区 に5箇 所、郊 区に54箇所、永寧県
に27箇所 、賀 蘭県 に66箇所 となっていた。単純計算で はあるが、清真寺 やゴ ンベ イに勤務す る宗
教 指導者は156人いる ことになる。
5)回族の人 々は、お もに唐代か ら元代 にかけて 中国へ移住 した アラブ人 ・ペル シア人 ・ト)レコ人が漢
人 との通婚 を繰 り返 した結果、 中国で形成 された少 数民族だ と考 えられてい る[中 田1971]。ただ
し、現在の回族 のなかに は、外来 ムス リム を民族 的な祖 先 と して認知 していなか った り、イス ラー
ム を放棄 していた りする人 々もいるため、民族定義 は容易で はないが、便宜上、本稿 ではこれ まで
の民族定義に よる もの とする。
6)なお、「群 衆団体」 という用 語は、 ワンクの英語 論文の 日本語 訳のなかで使用 された語彙で あるが、
正確 には 「社 会団体 」であろ う。
7)現在、中国の公認宗教 とは、道教 ・仏教 ・カ トリック ・プロテス タン ト ・イス ラームを指す。
8)なお、 この時点で は少数民族のエ リー ト層 がお もな攻 撃対象 とな った だけで、一般民衆(「エ リー ト
層」ではない とい う意味で使用す る)は イス ラーム を実施で きてい た。
9)調査地においては1955年に95箇所あ った清真寺が1966年には1箇 所に まで減少 している。
10)ただ し、実際の ところ、多 くの人 たちが土葬 を秘密裏 におこなえていた。
11)その一方、「不信教 の 自由」の権利 も法的に保障 されてい る。
12)1958年秋、馬振東や金鳳 山 ら宗教指導者 が発起人 とな り、1959年2月に成 立 した。1960年に廃 止
された後、1979年に再 開 した[寧 夏百科 全書 編纂委員会(編)1998:677-678]。










①我が 国の宗教 信仰 自由政策 の施行 ・宣伝 に対 する助力、②愛 国主義の旗印 を掲 げてイス ラーム
の基本精神 お よび素晴 ら しい伝統 を発揚す るこ と、③ 自主独立 の原則 に よる教務、④全 国のムス リ
ム諸民族の合 法的権益 を代表 して橋 渡 しと しての役 割 を担 うこ と、⑤ イス ラー ムと社会 主義の相互
適応に対す る積極的 な指導(牽 引)、⑥党の 「領導」 と社会 主義初期段 階の基本路線の擁護、⑦郡小
平理論の指導下、 ムス リム各民族 を社会 主義の物質文明お よび精神文明 の建設へ積極 的に参加 させ 、
道徳規範 を遵 守 させる こと、⑧民 族団結の強化 、社 会安定の維持 、祖 国統一の促進 ・保 持、世界平
和 の維 持。
14)この事件 について は張文遠[2002]に詳 しい。
15)寧夏回族 自治 区にあるイスラーム教協会の本部 は寧夏 イス ラーム教協会(銀 川市)で ある。そのほ
かの地方支部は、賀蘭県、永寧 県、石精山市、平羅県 、恵農県、陶楽県 、呉忠市、霊武県、青銅 峡市 、
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同心県 、中衛 県、中寧県、塩 池 県、固原県、海 原県、西吉県、浬源 県、彰陽県、隆徳 県に設置 され
てい る(2000年か ら2001年にか けて実施 したフィール ドワークでえ られた情報に よる)。
16)2000年か ら2001年にか けて寧夏銀川 市で実施 した フィール ドワー クで確 認 した情報 に もとつ く。
なお、省(自 治 区)に よって は、 ムス リム少数民族 の共産党員が清真寺 民主管理委員会 のメ ンバー
となっている地域 もある。
17)中国イス ラーム教協会 は1952年、当時 のムス リムの著名人 、馬堅、楊静仁 、劉格平 、ブルハ ン、
サ イフジ ンた ちが発起 人 とな り、1953年5月に成立 した。1953年5月に第一次委 員会(主 任:ブ
ルハ ン)、1956年12月に第二次 委員会(主 任:ブ ルハ ン)、1963年10月に第三 次委員 会(主 任:
ブルハ ン)、1980年4月に第四 次委員会(主 任:張 傑)、1987年3月に第五 次委員会(会 長:溶 遽
煕)、1993年12月に第六次委 員会(会 長:安 士偉)、2000年1月に第七次委員会(会 長:陳 広元)、
2006年5月に第八次委員 会(会 長:陳 広元)が 開催 されてい る[c.f朱越 利(主 編)1994:177]。
なお、張承 志の見解 によれば、第四次委員会 主任の張傑 はかつての 「解放 区」 の延安モス クのアホ
ンで、第五 次委員会会長 の藩遽煕は上海 出身で革命 に貢献 した人物だ った とのこ とである[張 承志
!993:177]。中国イス ラー ム教協会 成立前後 の具体 的状況 につ いては不明 な点 が多 く、今後あ らた
めて調査す る必要があ る。
18)現在 の中国の 「社会 団体」 がかかえる問題 については小 嶋 ・辻中[2004:56-57]に詳 しい。
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